
 上越市議会の｢開かれた議会を目

指す取組｣の一つに、小中学生の議

会学習があります。これには、議会

の開催日に実際に議会審議を傍聴す

るタイプと、休会日に議場や委員会

室などを見学するタイプがあります

が、11月17日、黒田小学校6年生

24人が、議場や委員会室などを見

学しました。 

 この日は、市議会広報広聴委員会

に属する平良

木議員が小林

委員長ととも

に子どもたち

を案内しまし

た。 

 最初に、議会の仕組みや審議の順

序、一般質問の様子などをスライド

を使って説明します。説明にたった

平良木議員は、9月議会の一般質問

で学校の特別教室のエアコンの設置

や給食費の無償化を求めたことなど

を紹介しながら、詳しく説明しまし

た。 

 続いては、子どもたちからの質問

コーナーです。子どもたちからは、

｢議員になろうとしたきっかけは何

ですか｣｢議員になるにはどうしたら

いいですか｣｢議員として一番たいへ

んなことは何ですか｣｢ふだんはどん

なことをしているのですか｣｢議員と

して、上越市をどんな町にしたいと

思っていますか｣などの質問が次々

に寄せられ、子どもたちの関心の高

さがうかがわれました。 

 その後、議場で記念撮影を行った

後、議会フロアの各部屋を順に回り

ました。 

 参加した子どもたちからは、

｢知らないことを学べて良かった｣

｢大人になったら議員になりたい｣

｢選挙には必ず行く｣などの感想が

出されました。 

 

11
月
23
日(

木)

、
上
越
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

で
、｢

宮
本
百
合
子
か
ら
学
ぶ
平
和
の
つ
ど
い｣

(

主
宰
：
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同

盟
上
越
支
部(

田
中
徳
光
支
部
長))

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

こ
の
集
い
は
、｢

新
し
い
戦
前｣

が
現
実
味
を

帯
び
、
戦
争
と
平
和
の
せ
め
ぎ
合
い
が
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
中
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
弾
圧

に
抗
し
て
理
知
の
力
で
社
会
の
進
路
を
照
ら
し

続
け
た
作
家
：
宮
本
百
合
子
の
生
き
方
か
ら
平

和
を
学
ぼ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

集
い
に
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
１
０
３
人
も

の
市
民
が
詰
め
か
け
、
平
和
へ
の
思
い
を
一
に

し
ま
し
た
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
１
部
で
は
、
文
芸
評
論
家
の

宮
本
阿
伎
さ
ん
が
、
百
合
子
の
生
涯
と
、
そ
の

作
品
の
持
つ
意
義
、
今
百
合
子
の
作
品
を
読
む

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。 

 

第
２
部
で
は
、
妙
高
市
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル｢

た
こ
の
こ｣

の
み
な

さ
ん
が
合
唱
を
披
露
し
た
後
、
ピ
ア
ノ
と
バ
イ

オ
リ
ン
に
合
わ
せ
て
、
全
員
で
な
つ
か
し
い
歌

を
次
々
に
歌
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
じ
っ
く

り
学
ん
だ
後
、
腹
の
底

か
ら
声
を
出
し
、
平
和

を
守
る
気
力
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
よ
う
で
し
た
。 
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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

 

浴
室
の
廃
止
の
問
題
で
、
市
民
の
間
か
ら

｢

ぜ
ひ
残
し
て
ほ
し
い｣

と
い
う
願
い
が
寄
せ

ら
れ
、
署
名
運
動
も
沸
き
起
こ
っ
た｢

市
民
い

こ
い
の
家｣

で
す
が
、
今
議
会
に
そ
の
条
例
の

改
正
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

提
案
さ
れ
て
い
る
改
正
案
で
は
、
第
１

条
に｢

市
民
の
交
流
及
び
高
齢
者
の
趣
味
活

動
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り｣

と
い
う

文
言
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
主

目
的
に
な
っ
て
い
る
と
読
み
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
第
５
条
で
は
、(｢

工
芸
品
、
手
芸
品

等
の
創
作
活
動
や
発
表
、
そ
れ
ら
に
必
要

な
各
種
講
座
等
の)
事
業
を
実
施
す
る
時
間

以
外
の
時
間｣

の
み
、
一
般
市
民
が
使
用
で

き
る
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
第
６
条
で
は
、
日
曜･
祝
日
を
休

館
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
月
曜･
祝
日

の
翌
日
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
変
更
で
は
、
こ
れ
ま
で
利
用

し
て
い
た
一
般
の
市
民
ら
が
非
常
に

使
い
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

 

そ
こ
で
、
１
日
の
総
括
質
疑
で
平

良
木
議
員
が
こ
の
条
例
改
正
の
真
意

と
、
具
体
的
な
運
用
方
針
な
ど
を
た

だ
し
ま
す
。 

 

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
お
手
元
に
届
く

頃
に
は
提
案
の
背
景
な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
次
号
に
て
質
疑
応
答
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。 

          上越保健所管内 

          新型コロナ感染症 

          感染者定点報告数 

 11月 6日～11月12日 ６.２５ (県２.３０) 

 11月13日～11月19日 ６.５０ (県２.１６)  


